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低炭素社会実現に向けたシミズの取り組み
～シミズ カーボン・マネジメント パートナーシップ～
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ＧＯＡＬ
▲80%

(1990年度比)

2020

＋8.7%(13億7100万t)

2012

CO2▲100%
Ｚero カーボン

Green Float構想:カーボンマイナス

▲6%

米国新築建物ZEB化期限

経産省 ZEB(ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞﾙ)

鳩山イニシアティブ▲25%(1990年比)

2011年
新本社：CO2▲50% 
ハーフ･カーボン

▲30%

2003年
技研本館
：CO2▲43%

京都議定書▲6%(1990年比)

東京都▲25%
(2000年比)

シミズCO２削減トップランナーロードマップ

日本国の削減目標)

シミズの
トップランナー
プロジェクト

2008

～当社の目指すハーフカーボン/ゼロカーボンへの道～

ＣＯ２削減 ロードマップ…トップランナーを目指す
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●主な環境技術

●最先端の技術を開発・駆使しCO2排出量50％削減を目指す

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
＇t-CO2/年（

最高クラスの環境配慮型オフィス

太陽光発電

一般事務所ビル 新本社計画

2,650

約50％
削減

ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

空調システム

照明システム

外装システム

環境技術

先進的開発省エネ技術 ▲35％

・外装システム 約▲200t-CO2/年＇▲ 4％（

・照明システム 約▲850t-CO2/年＇▲17％（

・空調システム 約▲600t-CO2/年＇▲12％（

・エネルギーマネジメント 約▲100t-CO2/年＇▲ 2％（

・空調機変風量制御・外気冷房制御 約▲60t-CO2/年

・屋上緑化・壁面緑化 約▲ 7t-CO2/年

・ＬＥＤ照明 約▲45t-CO2/年

・雑用水中水利用・節水型器具 約▲25t-CO2/年

・換気変風量制御 約▲10t-CO2/年

・高効率変圧器 約▲35t-CO2/年

・ポンプ変流量制御・大温度差送水 約▲75t-CO2/年

従来省エネ技術 ▲15％

カーボン･ハーフ･ビル…トップランナー技術
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①中心部のコアウォールと外周フレームで建物を支える免震RC超高層

…免震化と超高強度コンクリートによる建物の長寿命化、外周フレームによる日射遮蔽効果
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太陽光発電パネル・・・約2,000㎡

②外周フレームのＰＣハイブリットパネル

…構造体＋外装材＋環境装置＇太陽光パネル＋日射遮蔽リブ（

太陽光発電パネル

耐震パネル

構造体＇外装（

薄膜型太陽光パネル 多結晶型太陽光パネル

ハイブリットパネルのＰＣ化

構造ＰＣユニットをそのまま外装に利用
・・・建設時のCO2削減

日射遮蔽用庇（水平・垂直）

外装システム(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ)
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知的生産性向上を目指した快適性と環境性に優れた空調システムの開発

全面輻射天井パネルと床吹出によるタスク＆アンビエント空調の採用

環
境
要
素

温度

湿度

気流

・・・全面輻射天井パネルによる温度制御
（アンビエント空調）

・・・デシカント空調機による湿度制御
（調湿空調）

・・・パーソナル床吹出口により気流制御
（タスク空調）

地域冷暖房プラント

冷凍機
排熱
温水

冷水（超大温度差）

冷水（往）

冷水（還）他需要家

デシカント空調機

調湿空気

輻射天井パネル

パーソナル床吹出口

・都市排熱の有効利用

天井輻射パネル設置事例

・地冷の高効率化

ハイブリット型輻射パネル
（高熱負荷対応）

サーモカメラによる天井輻射パネル

空調システム(天井輻射冷暖房)
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事務室

太陽光を最大限に利用した照明システムの開発

LED照明、タスク＆アンビエント照明と昼光利用により照明消費電力を削減

タスク＆アンビエント照明 ・・・明るさセンサーと人感センサーにより照明制御（ＬＥＤ照明採用）

・・・グラデーションブラインド、ライトシェルフ
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昼光利用

昼光利用アンビエント照明

タスク照明

昼光利用 点灯

昼光利用 点灯 点灯

昼光量に応じて状態範囲を変える。

グラデーションブラインド

ライトシェルフ

昼光利用による照度分布シミュレーション昼光利用によるオフィスイメージ
Copyright 2010 Shimizu Corporation

＇熱負荷低減（

＇昼光利用（

天井照明
不要領域

照明システム(ﾀｽｸ&ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ照明)
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中央監視による最適運転制御の開発と太陽光発電マイクログリッド

省エネ運転ナビの最適制御結果による機器自動運転システム

ＢＥＭＳ

シミュレーション技術

負荷予測制御

各種エネルギーの
計測・解析

各種温度・湿度条件における
シミュレーション解析

気象条件・在館人員等
による負荷予測

ＢＥＭＳ、負荷予測制御、シミュレーション技術を複合的に評価し、最適な運転状態を中央監視に出力

ＣＯ２の見える化
省CO2効果の情報発信

・太陽光発電
マイクログリッド

・省エネ運転
・負荷制御

最適運転
情報出力

省エネ運転ナビ

中央監視装置

エネルギーマネジメント(ﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞ)
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CO2 削減 ▲2％



TRIMAX蓄熱空調システム

ダイレクト･ピュア･アイス

氷水搬送

屋上緑化

壁面緑化

外気導入制御

躯体蓄熱

ナイトパージ

タスク＆アンビエント空調

人感センサー照明

外気冷房

太陽光発電・太陽熱利用

風力発電

建材一体型太陽電池

屋根断熱

グラディエーションブラインド

ライトシェルフ

昼光利用

トップライト・ライトウェル

自然換気

ハイブリッド換気

Low-Eガラス

ドライミスト

BECSS

大温度差空調

CONC資源循環システム

高効率機器の採用

機器の効率的運用

エネルギー消費状況把握

雨水利用

中水道システム

コ・ジェネシステム

燃料電池

NaS電池

氷蓄熱、水蓄熱

クールピット

既存建物への省エネ対応

省エネルギー（建築） 自然･未利用エネルギー利用省エネルギー（設備）

省エネ技術ラインアップ…省エネ リニューアル
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・断 熱
・日射遮蔽
・自然利用
・自然換気
・蒸散効果

[熱源]

[自然ｴﾈﾙｷﾞｰ]
[空調方式]
[熱搬送]
[最適制御]

・ダブルスキンファサード ・開口率削減 ・ガラス断熱性 ・外断熱
・日射遮蔽ルーバー ・横フィン or 縦リブ付CW
・グラデーションブラインド ・日射反射庇
・換気小窓付CW ・中間期通風高窓
・壁面緑化 ・ドライミスト ・外壁散水

・水蓄熱＇竪型蓄熱（ ・氷蓄熱 ・躯体蓄熱 ・コジェネシステム
・高効率型熱源機器 ・高効率熱源ポンプ他
・外気冷房 ・ナイトパージ ・クールチューブﾞ
・天井輻射空調 ・全面床吹出し空調＇ﾌﾛｱｰﾌﾛｰ（
・デシカント除湿
・大温度差⊿t=10℃ ・変風量制御 ・人感センサーFCU発停
・ﾋﾞﾙ管理ｼｽﾃﾑ BECCS ・PAC空調最適制御 i-ems

・照明効率化
・昼光利用
・受変電

・LED照明 ・高効率照明 ・初期照度補正
・昼光利用照明制御 ・光ダクト
・高効率機器

・節水便器＇大（ シーラⅡ ・無水便器＇小（
・中水システム ・雨水利用

１．外 装

３．空 調

４．衛 生

５．電 気

６．設備運用改善

７．最適効率化

８．発熱体隔離

９．自然ｴﾈﾙｷﾞｰ
新ｴﾈﾙｷﾞｰ

10.ＣＯ2取引等

Ｄ.Ｅ.Ｍ.領域
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

Ｐ.Ｍ.領域
ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

Ｆ.Ｍ.領域
ﾌｧｼﾘﾃｨ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

Ｅ.Ｓ.Ｍ.領域
ｴﾈﾙｷﾞｰ

ｻｰﾋﾞｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

２．屋 根
・日射遮蔽
・自然換気
・蒸散効果

・遮熱塗料
・執務空間内通風ボイド、風の塔
・屋根散水、屋上緑化、保水屋根仕上材

・節水
・再利用

・省ｴﾈ ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
・予測制御
・改善ナビ

・省エネモニタリング BA-グラファイザー
・天気予報活用予測制御 予測くん
・省エネ運転ナビゲーションシステム＇省エネナビ（

・ﾀｽｸ＆ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ
・位置情報活用

・ﾀｽｸ＆ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ空調＇床吹出し（・ﾀｽｸ＆ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ照明
・人感ｾﾝｻｰ活用 空調・照明制御
・PHS位置情報活 用換気制御

・ｻｰﾊﾞｰ隔離 ・ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄ ・ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ ・外部 IDC活用

・自然ｴﾈﾙｷﾞｰ
・ﾏｲｸﾘｸﾞﾘｯﾄﾞ
・新ｴﾈﾙｷﾞｰ

・太陽光発電 ・風力発電 ・太陽熱利用
・建物内マイクログリッド ・建物群マイクログリッド
・バイオマス発電＇オフィス紙ごみ発電（

・クレジット他
・CO2クレジット＇排出量取引（
・グリーン電力他
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ゼロ・エネルギー・ビルを見据えた カーボン・マネジメント
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最大限にＣＯ２を削減した場合のイメージ

2005年東京都一般事務所ビル
（100kg-CO2/m2/年）

ゼロ・エネルギー・ビルを見据えた カーボン・マネジメント
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調査・分析

ﾊﾟｰﾄﾅｰ

企画・戦略

ﾊﾟｰﾄﾅｰ

計画・設計

ﾊﾟｰﾄﾅｰ
運 用

ﾊﾟｰﾄﾅｰ

４つの段階でお客様を支援する

シミズ
カーボンマネジメント
パートナーシップ

●調査・分析 ●企画・戦略

●運 用 ●計画・設計

診断による、

エネルギー・ＣＯ２の見える化

保有建物群の、

中期CO2削減計画の策定

省エネ効果検証と

設備運転のさらなる省エネ化

環境価値と施設価値の

一体的な造り込み

●建物のライフサイクルに亘り、お客様と共にCO2削減に取り組みます

・省エネ診断
・経年劣化診断 他

・全国全施設のＣＯ２削減ロードマップ作成
・実現可能な施策立案と効果明確化 他

・運用データフォローによる省エネ検証
・データ分析のフィードバックによる省エネ改善

・省エネ項目の費用対効果の明確化他
＇ＬＣＶ手法活用（

シミズ カーボン・マネジメント・パートナーシップ
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CO２削減が、企業CSRから、コンプライアンスの時代に

CO2削減へ向けた当社活動を通じて

Copyright 2010 Shimizu Corporation -12-

～総論としてのCO2削減目標値はあるが、具体的手法が不明確～

提言(1)ー建物所有者へのインセンティブと規制をバランスさせた政策ー

① 建物・住宅・インフラへのトップランナー制度の導入

② トップランナー技術導入への優遇制度の充実(補助金・税制など)
…環境格付けによる不動産価値との連動など

③ 具体的導入技術の義務化(太陽電池・緑化・断熱など)

④ 既存建物の省エネ改修促進に対する規制と助成制度の充実
…15%削減を超える削減は、投資効率が非常に悪くなる



CO2削減へ向けた当社活動を通じて

提言(2)ー環境エネルギー政策と産業政策との協調ー

CO２削減による経済波及効果が見える投資誘導を
～世界的に評価される実例モデル(パッケージ)事例を日本から～

① 政府主導による先行事例による実証(モデルシティ)

② 規制緩和・特区制度のよる大都市での展開

③ ハード技術のみでないソフトを含めた総合パッケージの創出
…“低炭素社会”と“暮し易さ”の両立されたモデル

④ 目標達成のために必要な圧倒的『量』(既築建物)への対策
…トップランナーのみでは達成不可能
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低炭素社会実現に向けたシミズの取り組み
～シミズ カーボン・マネジメント パートナーシップ～

ご清聴ありがとうございました


